
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

１
、
石
井
雅
斗

２
、
ピ
ン
ク
色
が
持

つ｢

無
邪
気
さ｣

と

｢

燃
え
る
よ
う
な
情

熱｣

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
ど
ち
ら

も
兼
ね
備
え
た
ブ
ロ
ッ
ク

３
.
自
分
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と４
.
最
高
な
仲
間
た
ち
と
最
高
の

景
色
を
見
る
！

5.
大
好
き
！

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

１
、
志
村
星
音

２
、
個
性
で
溢
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で

す
！
あ
と
真
面
目

３
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
責
任
あ

る
行
動
を
心
掛
け
ま
し
た
！

４
、
勝
つ
！
！
！

５
、
全
員
楽
し
ん
で
全
員
で
勝
ち

ま
し
ょ
う
！

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

１
、
横
瀬
真
己

２
、
色
々
な
個
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
活
か

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

３
、
３
年
生
だ
け
で
や
る
の
で
は

な
く
、
123
年
生
合
わ
せ
て
ブ
ロ
ッ

ク
が
完
成
す
る
の
で
、
12
年
生
に

も
仕
事
を
任
せ
る
と
い
う
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

4
、
ブ
ロ
ッ
ク
全
員
が
心
に
残
る

若
鶴
祭
に
し
た
い
で
す
！

５
、
最
高
の
日
に
し
ま
し
ょ
う
！
！

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

１
、
笠
原
拓
海

２
、
元
気
の
良
い
こ

と
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動
へ
の
貢
献
度
の
高

い
こ
と

３
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
積
極
的
に

参
加

４
、Pow

e
r

と

P
as
si
on

で
ブ
ロ
ッ

ク
に
勝
利
を
！

５
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
を
優
勝
に
導
く

の
は
俺
だ
ぁ
！

Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

１
、
知
見
光
留

２
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
が
融
合
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
！

３
、
全
員
参
加
で
き
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
細
や
か
な
情
報
の
伝
達

を
心
が
け
ま
し
た

４
、
圧
倒
的
総
合
優
勝
で
す
!!

５
、
学
園
祭
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
い
こ
う
！
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教
育
実
習
に
来
ら
れ
て
い
る
木
下

夢
実
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

先
生
は
新
聞
同
好
会
の
Ｏ
Ｇ
で
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｑ
１
、
な
ぜ
教
師
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
す
か
？

ー
こ
れ
は
大
学
に
行
こ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
で
も
あ
る
の
で
す
が
、

つ
る
探
で
校
舎
の
真
下
に
あ
る
大

月
遺
跡
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
外
部

の
学
芸
員
さ
ん
に
自
分
た
ち
で
ア

ポ
を
取
り
、
基
礎
知
識
や
研
究
手

法
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
研

究
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。

都
留
高
校
の
真
下
か
ら
出
た
遺
物

を
見
て
、
考
古
学
っ
て
こ
ん
な
に

身
近
に
あ
る
ん
だ
な
、
と
驚
き
ま

し
た
。
研
究
を
し
て
、
教
科
書
の

よ
う
に
整
え
ら
れ
た
勉
強
で
は
な

く
、
自
身
で
答
え
を
探
し
、
学
ぶ

こ
と
の
面
白
さ
に
人
生
で
初
め
て

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分

も
考
古
学
に
つ
い
て
学
び
た
い
し
、

考
古
学
に
つ
い
て
学
ぶ
方
法
や
面

白
さ
を
、
自
分
が
教
え
て
も
ら
っ

た
よ
う
に
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
今
の
自
分
の
夢
は
、

教
育
が
で
き
る
学
芸
員
か
、
考
古

学
を
教
え
ら
れ
る
教
員
に
な
る
こ

と
で
す
。

Ｑ
２
、
在
校
し
て
い
た
時
と
今
の

都
留
高
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
す
か
？

ー
全
然
違
い
ま
す
ね
。
私
は
コ
ロ

ナ
が
流
行
す
る
直
前
に
卒
業
し
た

の
で
、
や
っ
ぱ
り
様
子
が
違
う
な

と
思
い
ま
す
。
変
わ
ら
な
い
な
と

思
っ
た
の
は
挨
拶
で
す
。
す
れ
違

う
た
び
に
挨
拶
を
さ
れ
て
先
生
っ

て
こ
ん
な
に
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
驚
き
ま
し
た
が
、
挨

拶
す
る
習
慣
は
変
わ
っ
て
い
な
い

ん
だ
な
と
思
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

Ｑ
３
、
疲
れ
た
と
き
の
気
分
転
換

や
趣
味
は
あ
り
ま
す
か
？

ー
小
さ
い
と
き
は
ゲ
ー
ム
や
読
書

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
あ

ま
り
。
大
学
の
研
究
や
勉
強
を
ず
っ

と
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

高
校
生
が
部
活
を
や
っ
て
い
る
の

が
す
ご
く
羨
ま
し
く
て
、
私
も
戻

り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
大
学
で

は
古
美
術
研
究
会
に
入
っ
て
お
り
、

お
寺
や
仏
像
を
見
物
し
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
の
は
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
で
す
。
高
い
と
こ
ろ
は
苦

手
で
す
が
、
飛
ん
だ
ら
自
分
を
変

え
ら
れ
る
か
な
と
思
っ
て
（
笑
）
。

最
後
に
「
高
校
生
活
は
一
瞬
だ
か

ら
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
る
の
も
い

い
と
思
い
ま
す
よ
」
と
エ
ー
ル
を

下
さ
い
ま
し
た
。

発行所
山梨県立

都留高等学校
大月市

大月２丁目11-20
編集
都留高校新聞同好会

第
68
回
若
鶴
祭
が
開
幕

都
留
高
ニ
ュ
ー
ス

６月２７日（火）・２８日（水）に第６８回都留高校学園祭「若鶴祭」が開催されます。今年

は４年ぶりに合唱を行うこととなり、朝から合唱練習の声が聞かれています。各ブロック長に

意気込みをお聞きしました。（左の写真は昨年３年次のクラス旗で１位となった作品）

自
学
進
取

都
留
高
校
の
若
鶴
祭
の
準
備
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
朝

早
く
か
ら
合
唱
の
歌
声
が
聞
こ

え
て
く
る
風
景
は
清
々
し
い
。

歌
は
集
団
を
一
つ
に
ま
と
め
る

役
割
を
古
来
よ
り
も
つ
。
キ
リ

ス
ト
教
に
お
け
る
讃
美
歌
や
イ

ス
ラ
ー
ム
教
に
お
け
る
コ
ー
ラ

ン
な
ど
聞
い
て
い
る
と
信
者
で

な
く
て
も
心
が
穏
や
か
に
な
っ

て
い
く
。
仏
教
の
お
経
も
上
手

な
お
坊
さ
ん
の
読
経
は
す
ー
っ

と
体
に
染
み
込
ん
で
い
く
。
さ

て
、
先
日
の
山
梨
日
日
新
聞
に

は
、
櫛
形
中
学
校
が
幻
の
応
援

歌
を
復
活
さ
せ
た
と
あ
っ
た
。

同
様
に
大
月
市
の
廃
校
に
な
っ

た
小
中
学
校
で
は
校
歌
な
ど
を

音
源
と
し
て
残
す
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
る
。
都
留
高
校
に
は
校

歌
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
歌
、
応

援
歌
「
闘
魂
」
と
現
在
歌
い
続

け
る
べ
き
曲
が
３
曲
も
あ
る
。

応
援
歌
に
つ
い
て
は
『
都
留
高

等
学
校
史
百
年
の
階
』
に
よ
れ

ば
「
昭
和
21
年
5
月
、
未
だ
敗

戦
の
傷
も
癒
え
な
い
学
園
に
応

援
歌
が
生
ま
れ
、
苦
し
い
時
代

を
克
服
す
る
か
の
よ
う
に
生
徒

間

で

歌

わ

れ

は

じ

め

た

」

「
『
応
援
歌
が
一
つ
で
は
さ
み

し
い
』
と
の
声
も
あ
っ
て
『
闘

魂
』
と
題
し
た
第
二
応
援
歌
が

昭
和
36
年
4
月
５
日
発
表
さ
れ

た
」
と
い
う
伝
統
あ
る
も
の
だ
。

一
方
で
そ
そ
れ
ら
を
歌
え
る
都

留
高
生
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
何

人
い
る
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
今

年
の
若
鶴
祭
は
ブ
ロ
ッ
ク
合
唱

を
行
う
。
都
留
高
生
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
素
晴
ら
し
い
学
園
祭

に
な
る
こ
と
を
願
う
（
顧
）

取材・広告

希望の方は

新聞同好会

（木内）まで

質
問
項
目

Ｑ
１
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
名
前

Ｑ
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
み
は
？

Ｑ
３
ど
ん
な
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
た
か
？

Ｑ
４
若
鶴
祭
の
意
気
込
み
は

Ｑ
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
に
一

言
？
。

今
年
の
ブ
ロ
ッ
ク

都
留
高
校
の
学
園
祭
で
は
毎
年

１
年
次
生
か
ら
３
年
次
生
ま
で
カ

ラ
ー
を
決
め
て
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
ブ
ロ
ッ
ク

は
次
の
通
り
で
す
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
ピ
ン
ク
）

３
ー
１
、
２
ー
４
、
１
ー
５

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ル
ー
）

３
ー
２
、
２
ー
３
、
１
ー
４

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
（
レ
ッ
ド
）

３
ー
３
、
２
ー
１
、
１
ー
１

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
（
イ
エ
ロ
ー
）

３
ー
４
、
２
ー
５
、
１
ー
２

Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

（
グ
リ
ー
ン
）

３
ー
５
、
２
ー
２
、
１
ー
３

今
川
真
奈
先
生

今
回
も
今
年
度
初
め
て
都
留
高

校
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
1
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
全
国
選

抜
に
選
ば
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、
ど
ん
な
高
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
か
？

Ａ
１
、
ほ
と
ん
ど
部
活
に
打
ち
込

ん
で
い
る
よ
う
な
高
校
生
活
を
送
っ

て
い
て
、
勉
強
っ
て
い
う
よ
り
ず
っ

と
部
活
を
し
て
い
る
よ
う
な
高
校

時
代
で
し
た
。

Ｑ
２
、
な
ぜ
、
教
師
を
目
指
さ
そ

う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
２
、
ず
っ
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

に
入
っ
て
い
て
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

だ
っ
て
言
う
の
が
一
つ
と
、
人
に

教
え
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
好

き
だ
な
と
大
学
時
代
に
気
が
つ
い

て
、
教
師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

Ｑ
３
、
好
き
な
音
楽
は
な
ん
で
す

か
？

Ａ
３
、

好
き
な
バ
ン
ド
が
１
つ
あ
っ

てR
A
D
W
I
M
P
S

っ
て
い
う
バ
ン
ド
が

す
ご
い
好
き
で
す
。
ま
だ
一
回
も

ラ
イ
ブ
に
は
行
け
て
な
い
ん
で
す

け
ど
、
今
年
こ
そ
は
行
き
た
い
な

と
思
っ
て
ま
す
。

今年は何色・何ブロックが活躍するのか？

高校時代、感想文で内閣総理

大臣賞を受賞したこともある

木下夢実先生

高
校
時
代
の
思
い
出
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☆
サ
ッ
カ
ー
部

２
回
戦

韮
工
０‐

０
都
留

（
Ｐ
Ｋ
３‐

０
）

☆
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

吉
田
22‐

19
都
留

☆
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

準
々
決
勝
吉
田
26‐

16
都
留

☆
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

男
子

結
果
７
位

女
子

結
果
６
位

☆
水
泳
部

【
男
子
】

50
㍍
自
由
形
第
４
位
中
島
響
基

200
㍍
自
由
形
第
４
位
渡
邊
長
巳

50
㍍
背
泳
ぎ
第
７
位
佐
藤
綾

200
㍍
背
泳
ぎ
第
５
位
小
俣
太
一

50
㍍
平
泳
ぎ
第
３
位
山
﨑
颯
瑶

200
㍍
平
泳
ぎ
第
３
位
志
村
耕
平

400
㍍
リ
レ
ー
第
１
位

小
嶋
大
蒼
、
渡
邊
長
巳
、

山
﨑
颯
瑶
、
小
俣
圭
輔

100
㍍
自
由
形
第
３
位
小
俣
圭
輔

400
㍍
自
由
形
第
１
位
小
嶋
大
蒼

400
㍍
自
由
形
第
４
位
小
俣
太
一

100
㍍
平
泳
ぎ
第
８
位
志
村
耕
平

50
㍍
バ
タ

第
３
位
中
島
響
基

400
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

第
２
位

山
﨑
颯
瑶

800
㍍
リ
レ
ー
第
1
位

渡
邊
長
巳
、
小
嶋
大
蒼
、

山
﨑
颯
瑶
、
小
俣
圭
輔

400
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
２
位

小
俣
太
一
、
山
﨑
颯
瑶
、

小
嶋
大
蒼
、
小
俣
圭
輔

総
合
１
位
（
総
体
得
点
５
点
）

【
女
子
】

50
㍍
自
由
形
第
5
位
小
山
理
佳

200
㍍
自
由
形
第
5
位
湯
田
絆
水

200
㍍
平
泳
ぎ
第
４
位
水
谷
琴
乃

100
㍍
バ
タ

第
５
位
石
井
日
彩

400
㍍
リ
レ
ー
第
５
位

小
山
理
佳
、
湯
田
絆
水
、

水
谷
琴
乃
、
鷹
野
実
生

100
㍍
自
由
形
第
６
位
鷹
野
実
生

第
７
位
湯
田
絆
水

100
㍍
背
泳
ぎ
第
４
位
小
山
理
佳

100
㍍
背
泳
ぎ
第
８
位
水
谷
琴
乃

50
㍍
バ
タ

第
５
位
石
井
日
彩

800
㍍
リ
レ
ー
第
４
位

小
山
理
佳
、
湯
田
絆
水
、

湯
田
絆
水
、
鷹
野
実
生

400
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
５
位

湯
田
絆
水
、
水
谷
琴
乃
、

小
山
理
佳
、
鷹
野
実
生

総
合
４
位
（
総
体
得
点
１
点
）

☆
陸
上
部

【
男
子
】

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
第
６
位

都
倉
悠
人
、
笠
原
拓
海
、

清
水
千
颯
、
西
村
友
希

棒
高
跳
び
第
４
位

鶴
田
大
翔

三
段
跳
び
第
５
位

西
村
友
希

100
㍍
走

第
３
位

笠
原
拓
海

総
合
９
位
（
総
体
得
点
１
点
）

【
女
子
】

棒
高
跳
び

第
３
位
脇
坂
早
也

三
段
跳
び

第
５
位
脇
坂
早
也

☆
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

１
回
戦

都
留
２‐

１
韮
崎

２
回
戦

青
洲
２‐

０
都
留

☆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

１
回
戦

都
留
２‐

１
甲
西

２
回
戦

青
洲
３‐

０
都
留

☆
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

２
回
戦

都
留
３‐

１
山
梨

準
々
決
勝
昭
和
３‐

１
都
留

☆
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

２
回
戦

都
留
３‐

１
昭
和

準
々
決
勝
都
留
３‐

２
甲
東

準
決
勝

山
学
３‐

０
都
留

３
位
決
定
戦甲

商
３‐

０
都
留

結
果
４
位
（
総
体
得
点
２
点
）

☆
男
子
バ
ス
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

青
洲
120‐

35
都
留

☆
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

都
留
72‐

39
上
野

２
回
戦

都
留
136‐

29
興
譲

準
々
決
勝
韮
崎
72‐

62
都
留

５‐

８
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

都
留
71‐

62
北
稜

都
留
81‐

59
昭
和

結
果
５
位
（
総
体
得
点
１
点
）

☆
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

１
回
戦

北
杜
２‐

０
都
留

☆
男
子
卓
球
部

１
回
戦

都
留
３‐

０
吉
田

２
回
戦

都
留
３‐

１
昭
和

準
々
決
勝
明
誠
３‐

１
都
留

５‐

８
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

都
留
３‐

１
山
学

都
留
３‐

１
甲
東

結
果
５
位
（
総
体
得
点
１
点
）

☆
女
子
卓
球
部

１
回
戦

都
留
３‐

１
笛
吹

２
回
戦

吉
田
３‐

２
都
留

☆
野
球
部

１
回
戦

都
留
10‐

９
甲
陵
・

甲
南
・
上
野

２
回
戦

山
学
12‐

２
都
留

（
総
体
得
点
１
点
）

（
山
梨
日
日
新
聞
よ
り
抜
粋
）

5
月
14
日
（
日
）
に
大
月
市
民

会
館
に
て
第
30
回
定
期
演
奏
会
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
模
様
を
レ
ポ
ー

ト
す
る
。
ま
ず
開
演
前
に
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
な
わ
れ

た
。
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
シ
ー
で
は

頭
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
の
被
り
物
や

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
身
に
つ
け
て
お

り
、
観
客
を
視
覚
的
に
も
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
校
長

先
生
の
挨
拶
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
演
奏
会
、

新
顧
問
と
の
連
携
」
な
ど
に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

第
1
部
のc

l
a
s
s
i
c
s
t
a
g
e

が
始

ま
っ
た
。
そ
こ
で
は
昨
年
都
留
高

校
吹
奏
楽
部
の
た
め
に
書
い
て
い

た
だ
い
た
と
い
う
片
岡
寛
晶
さ
ん

作
曲
の
ト
ゥ
エ
ル
ブ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
が
初
め
の
曲
と
し
て
選
ば
れ
た
。

都
留
高
校
に
は
指
導
に
も
来
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
だ
。
ど
ん
ど
ん
明

る
く
な
っ
て
い
き
、
勇
気
づ
け
ら

れ
る
よ
う
な
曲
だ
っ
た
。

第
二
部
はp

o
p

s
t
a
g
e

で
日
本

人
な
ら
一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ

る
名
曲
を
演
奏
。
昨
年
人
気
を
博

し
た
ド
ラ
マ
「s

i
l
e
n
t

」
の
主
題

歌
で
あ
るs

u
b
t
i
t
l
e

が
演
奏
さ
れ

た
。
曲
の
静
か
な
入
り
と
情
熱
的

な
サ
ビ
を
と
て
も
綺
麗
に
演
奏
し

て
い
た
。
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ

う
、
ス
テ
ー
ジ
の
バ
ッ
ク
が
青
色

や
紫
色
に
染
ま
っ
て
お
り
、
よ
り

演
奏
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
乃
木

坂
46
の
2n

d

シ
ン
グ
ル
「
お
い
で

シ
ャ
ン
プ
ー
」
も
披
露
。
吹
奏
楽

部
の
男
子
生
徒
3
人
に
よ
る
可
愛

ら
し
い
ダ
ン
ス
と
実
力
派
の
演
奏

で
観
客
の
目
を
惹
き
つ
け
た
。
フ

リ
も
し
っ
か
り
記
憶
し
て
い
た
よ

う
で
完
璧
に
踊
り
き
っ
て
お
り
、

圧
倒
的
な
存
在
感
を
見
せ
つ
け
た
。

最
後
に
、
第
三
部
で
は
第
一
部

で
も
作
曲
を
担
当
さ
れ
て
い
た
片

岡
寛
晶
さ
ん
の
曲
が
主
に
演
奏
さ

れ
た
。
中
で
も
最
初
に
演
奏
さ
れ

た
紅
影
は
昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

て
金
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
さ
ら

に
片
岡
先
生
直
々
に
木
管
6
人
の

た
め
に
書
き
換
え
を
し
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
。
冒
頭
で
は
不
気
味

な
雰
囲
気
が
漂
う
曲
で
あ
っ
た
。

ア
ラ
ビ
ア
音
階
を
取
り
入
れ
て
い

る
た
め
、
東
洋
の
よ
う
な
独
特
な

世
界
観
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
で
あ
っ
た
。

今
回
の
取
材
で
は
複
数
の
人
へ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の

う
ち
二
人
を
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
。
一
人
目
は
平
井
哲
男
さ
ん
だ
。

Ｑ
、
本
日
は
な
ぜ
こ
ち
ら
に
？

ー
私
は
Ｏ
Ｂ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ

で
ね
、
一
緒
に
や
っ
て
る
バ
ン
ド

仲
間
か
ら
今
日
演
奏
会
が
あ
る
と

聞
い
て
。
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

来
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
、
何
の
楽
器
を
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
か
？

ー
現
役
の
時
は
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
の
後
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い

て
お
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
が
い
な
か
っ
た
も
の
で

笑
。

Ｑ
、
今
後
、
吹
奏
楽
部
に
は
ど
の

よ
う
に
成
長
し
欲
し
い
し
ょ
う
か
？

ー
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
る
と
や
は

り
楽
器
は
楽
し
い
と
感
じ
ま
す
。

一
生
で
き
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
、

高
校
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
め

る
ク
ラ
ブ
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

二
人
目
に
は
吹
奏
楽
部
の
部
長

鷹
取
柚
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

Ｑ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
と

な
り
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
か
ら
初

め
て
の
定
期
演
奏
会
だ
と
思
い
ま

す
が
、
や
っ
て
み
て
ど
う
で
し
た

か
。

ー
去
年
よ
り
お
客
さ
ん
を
入
れ
ら

れ
る
体
勢
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
次
の
演
奏
会
で
は
観
客
も

声
を
出
し
て
み
ん
な
で
盛
り
上
が

れ
る
よ
う
な
演
奏
会
に
し
た
い
で

す
。

Ｑ
、
制
限
の
緩
和
さ
れ
た
定
期
演

奏
会
を
見
据
え
て
、
部
活
内
で
話

し
合
い
や
声
の
掛
け
合
い
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

練
習
し
て
き
ま
し
た
か
。

ー
今
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
改
善

を
す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
練

習
は
合
奏
を
多
く
入
れ
て
本
番
を

想
定
し
た
練
習
を
意
識
し
ま
し
た
。

Ｑ
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
今
後
は
ど

う
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

ー
7
月
に
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。
今
回
も
演
奏
し

ま
し
た
が
、
も
う
一
度
丁
寧
に
見

直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
昨
年
ま
で
の

顧
問
の
堀
内
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
一
緒

に
演
奏
に
つ
い
て
の
感
想
を
、

「
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今

回
の
3
部
で
演
奏
し
た
4
曲
と
も

指
導
し
て
い
た
思
い
出
の
曲
な
の

で
、
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
」
と
語
ら
れ
た
。

5
月
10
日
の
総
体
で
応
援
に
来

ら
れ
た
先
輩
方
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

１
、
総
体
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
感

じ
で
す
か
？

ゆ
い
か
さ
ん
：
３
年
に
な
っ
て
初

め
て
ち
ゃ
ん
と
行
わ
れ
て
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
。
こ
の
一
本
に
か
け

る
こ
と
に
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

じ
ゅ
り
さ
ん
：
初
め
て
参
加
し
て

応
援
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
怪
我

で
出
れ
な
か
っ
た
友
達
の
勇
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

ま
り
ん
さ
ん
：
屋
台
が
あ
る
ほ
ど

の
大
規
模
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
で

す
。

２
、
応
援
し
て
み
て
ど
う
感
じ
ま

し
た
か
？

ゆ
い
か
さ
ん
：
運
動
が
出
来
る
だ

け
で
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ

と
自
分
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
と
感
化

さ
れ
ま
し
た
。

じ
ゅ
り
さ
ん
：
部
活
を
や
っ
て
い

る
の
を
見
て
い
る
か
ら
勝
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り

ま
し
た
。

ま
り
ん
さ
ん
：
選
手
と
一
緒
に
緊

張
し
て
い
て

『
が
ん
ば
っ
て
る
な
』

『
練
習
し
た
ん
だ
な
』
と
思
い
ま

し
た
。

先
輩
方
に
伺
っ
て
い
る
際
に
ゆ
っ

く
り
と
話
し
メ
モ
を
取
り
や
す
く

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
細
か
く
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
と
優
し
く
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。
先
輩
方
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

総
体

学
校
対
抗
（
得
点
男
子
９
点
・
女
子
４
点
）

男
子
14
位

女
子
22
位

高
校
総
体
が
５
月
10
～
12
日
の
３
日
間
を
中
心
に
各
地
で
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
も
開
会
式
が
行
わ
れ
、
一
般
生
徒
の
応
援
も
解
禁

さ
れ
ま
し
た
。
各
部
各
選
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
結

果
を
山
梨
日
日
新
聞
よ
り
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
体
応
援
の
声

コ
ロ
ナ
緩
和
後
の
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会


